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3P・2069　　 ソル ガ ム 搾汁液の エ タ ノール ・メ タ ン ニ 段 発 酵

　　　　　　　の 性能 に及 ぼ す栄養 塩類 の 影 響

　 　　　　　 ○村 上 亨 ，高木 政敏 ，太田 広 人 ，森 村 茂 ，木 田 建次

　 　　　　　 （熊 大 院 ・自然科 学）

【目的】近年、地球温暖化 対策な どか らバ イ オ マ ス か らの 燃料生産が 注 目

されて い る。本研究 で は、ソ ル ガ ム 搾汁液か らの エ タ ノール 生産に おい て

生 産性 お よ び エ ネル ギ ー
収 率を高めるために 、連続発酵お よび蒸留廃液 の

メ ダ ン 発酵 に関 して 検討 した。ま た 、エ タ ノ
ー

ル 発酵お よび メ ダ ン 発酵 の

性 能 に及 ぼ す無機塩 類 に関 して も検討 した ．
【方法 お よ び結 果】 ソ ル ガ ム搾 汁 液 の 回 分発酵に お い て 無機塩 を添加 す る

と発酵速度 が向上す る こ と が 分 か った。そ こで 、搾汁 液 に無機塩 を 添加 し

連 続発酵を行 い 、無機 塩消 費 量 か ら添 加 暗 を決 定 し た ．ま た 、通 気 量 を

0．025vvm か ら段階的 に下 げ、発酵収 率や 菌体活 性に 及 ぼす通 気量 の 影 響

を 明ら か に した 。次 に 蒸留 廃液 に Ni
：’、　 Co

！「
を添加 し、固定床 型メ タ ン 発

酵槽 の底部 に供給す る こ とに よ り処理試験 を行 一，たが、TOC 負荷を3　g ／1／d

に上 げる と酢酸 が急激 に増 加 し、ガ ス の 発生も止 まった。こ の 原因 と して

C〆N 比 が 1000と 非常に 高い 、す なわ ち窒素 不足 が 考え られた 。そ こ で、炭

酸 ア ン モ ニ ウ ム を 添加 しC〆N比 の 影 響を 検討 した 結果、約40 で 安定 した 処

理 が 可 能 と な ．コた 。
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【目的】現在、セ ル 囗 一
ス 系バ イ オ マ ス か ら だ けで な く農業政策面か ら資

源作物か らの バ イオ エ タノ ール生産が 注 目され て い る 。そ こ で 、資源作物

と して 甜菜ジュース を取 り上 げ、高エ タ ノ ール 濃度下 で の 連続発酵プ ロ セ

ス の 検討を行った。
【方法およ び結果】甜菜 ロ

ージ ュース を用 い て 回 分発酵試験を行い 、発酵
に 必 要 とな る栄養塩 類 の 検 討を行 った結果 に 基 づ き、甜菜 ロ

ージ ュース を

殺菌す る こ と な く、塔型 リア ク タ
ーを用 い た単 段式 連続発酵試験を 行った

と ころ 、発酵 温 度 35℃ の 条件 で 、生 成 エ タ ノ ー
ル 濃度 約70g 〆1、発酵収率

90％ 強 、生 産 性 21g ルhを 達 成 で き た 。
生成 エ ダ ノール 濃度 を さ ら に高め る た め に 、シ ッ ク ジ ュース を 用 い て 二 段

直列式連続発酵試験を開始 した が 、安定 した連 続 発 酵が で き な か った 。そ

こ で 、菌体 活性の 高い 酵母 を2塔 目の リア ク タ ーに 供 給す る菌体 供 給 式 二

段直列連続 発酵法 に関 して 検討 した。そ の結 果、2塔 目の 菌体活 性 は 高 く

な り、Dt−0．lh −1、発酵温度33℃ の条件 で 、生成 エ タ ノール 濃度約 78〜81
gn、発酵収率80〜84、生産性7．8〜8、lg 〃 h を達成で きた。さらに、無機塩

添加量 を検 討 した 結果、K ，　P お よ び Mg 添加量 を大幅 に削減 して も発酵収

率80％ 以上 を維持す る こ と がで きた。
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3P−2071 静置法に よ る 高効率酵素糖化技術の 開発
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3P・2072　　 BDF 製造廃液の 再資 源 化 に向 け て BDF 廃 グ リ

　　　　　　　 セ 1丿ン か らの L一乳酸 生産

　　　 　　　 ○ 綱川 亜 弓 ，滝 澤 昇

　　　 　　　 （岡山理大 院 ・工 ・応化 ）

［目的 ユ

リグノ セ ル ロ ース 系バ イオ マ ス の 酵素塘化技術を 実用化するた め に は、製

品単価 に 占め る酵素価格の 低 減が 不 可 欠 で あり、その 対策と して 使用酵素

量 の低減が 考え られ る 。しか しな が らセ ル ロ ース の 酵素糖化反応 に お い て

は、触媒 と して作用す る酵 素の 使用 量 を 低減す る と、糖化速度だ けで は な

く最 終到達 グル コ
ー

ス 濃度（糖化率）も低下す る こ と が知 られて い る。当社
は、静 置条件で 糖化 反応を行う こ とに よって 、高い 糖化率 が得られ る こと

を見出 した。本研究で は、振蠱法に 対する静置法の 優位性に関 して、酵素濃度

や 基質濃度など各種操作因子の糖化率 に対する影響に 関 して 検討を行った。
［実 験 方 法 お よ び 結果1
塘 化実験 は 、500m1振 蠱 三 角 フ ラ ス コ に 基 質 と酵 素 液 を添 加 し た 緩衝液

（50mM 酢酸ナ ト リウ ム 、　 pH5 、0）を 入 れ て 50℃ で 行 った 。基 質 は ろ紙 （東 洋

ろ紙No ．2）、酵素 は セ ル ラーゼSS（ナ ガ セ ケ ム テ ッ ク ス）を使 用 した 。基 質

濃度 10g に 酵素液 を0．5vol％ 添加 した緩 衝液IOOmlを 加 え て 糖化実験 を行 っ
た 結果、静置条件 で は最終 到達 グル コ ース濃 度が909 ／L で あったの に対 し

て 、振盪条件（120rpm ）で は 60g 〆L で あった。また、酵素液 を5vol ％ 添加 し

た緩 衝液を 使用 し た糖化実 験で は 、基質 10g の 場合、静 置条件 と振盪条 件

で 最 終 到 達 グ ル コ ース 濃度 に差 は 無 か った が 、基 質20g の 場合、静置 条

件 で は 振 盪 条 件 と比 べ て、最終到 達 グ ル コ
ー

ス 濃度が 約20g几 高い 結 果と

な った。こ れ らの結 果 か ら 、静 置法は 基 質に 対す る酵素使用量 が 低 い条件

に お い て振 盪法 に 比 べ て 糖 化 率が 向 上 す る実用化 に 適 した 手法で あ る と考

え られ る。本 研 究 は （独 ）新 エ ネ ル ギ ー・産 業技術 総 合 開 発機媾（NEDO ）殿

の業務 委託研 究 と して 実施 した ．

Development 　ofhighly 　efficient 　enzymatic 　hydrolysis　technelogy
under 　static 　condition
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【R的】植物性油脂を原料 とす るBDF （バ イオデ ィ
ーゼ ル 燃料） は、製造

時に 副生成物 として グ リセ リン を含む廃液 〔BDF 廃液）を排出す る。　BDF
の製造が 増大す るとともに、製造過程 で生 じるBDF 廃液 も増大 してい る。
BDF 廃液は グ リセ リン 含有 率が 高い ものの、高塩基性で塩濃度 も高 く取 り

扱い に くい 。また 多 くの不純物を 含ん で い る た め再利用が 困難であ る。口

本に お いて もBDF 廃液は安価な 再資源化の 方法が な く、大部分が 産業廃棄

物と して 処 分 されて い る。そ こ で、本研究 で は ア ル カ リ耐性乳酸菌を 利用

して 、BDF 廃 液よ りバ イオ プ ラス チ ックの 原料と な るL一乳酸の 生産にっ い

て 検討を行って い る。
【結果】市販 の塩 蔵わか め よ り分離 され た 乳酸菌、E

’
nterococcusJkecatis 　“

rl1

を 利用 した 。Wll 株 は ア ル カ リ耐性の 乳酸菌で あ り、培養条件を 適切 に 設

定 す る こ とで 、グ リセ リ ン か らL一乳 酸 の み を特 異 的に 生成 した 。BDF 廃液

を GYP 液体 培 地 の グ ル コ ース の 変わ りに 添 加 し検 討 す る こ とに よ り、BDF
廃液か らの L一乳酸 生産 の 効率 的 な 生成 させ る た め に 、初 発 培 地 pH 、　 BDF
廃液の 添加率 な どの 発酵培養条件 に っ い て 検討を 行 って い る。

村上 翔、滝澤 昇 （2010 ） 特願2010 −104030 「L一乳酸 の製 造方法お よ び新

規微生物」 本研究 は、文科 省高度化推 進事 業 ・社会連携研究推進事業 の
．一

環で あ る。

For　the 　recycling 　ofthe 　BDF 　production 　waste 　fluid　 L −lactic
acid 　production 　from 　BDF 　abolished 　glycerin
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